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特定復興再生拠点における被ばく評価結果について
（大熊町）

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
廃炉環境国際共同研究センター

2021/10/04

第X回大熊町除染検証委員会
資料x-x (x)



被ばく線量評価：評価条件
• 生活行動パターン事業内で大熊町様に設定頂いた生活行動パターンの内、以下の条件に該当する

31の年間パターンについて、外部被ばく線量の評価を実施した。
 特定復興再生拠点内に滞在箇所があるパターン
 2021年9月時点で、各滞在地点及び経路上の屋外空間線量率実測データが利用可能なパターン (R3年度モニタリング

データ使用)

• 外部被ばく線量の評価には以下の条件を用いた。
 外部被ばく線量は、各地点の空間線量率に滞在時間をかけ積算した空間線量に0.6（成人の係数）を乗じて実効線量と

して算出した。
 空間線量率には、原子力規制庁受託事業として国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が測定した結果を用いた。
 屋内における空間線量率は、空間線量率からバックグランドを引いた数値に0.4（家屋による遮蔽係数）を掛けてバッ

クグランドの値を足した値を用いた。ただし空間線量率がバックグラウンドよりも小さい場合は空間線量率をそのま
ま用いた。

 バックグラウンドには、大熊町の平均値として0.074μSv/hを用いた。
また自然γ線の年間の被ばく線量は0.39mSvとした。

※年度末に提出する事業報告書では、屋内等で実測値がある場合には実測値を適用し評価する。

2

★本結果は、令和3年度原子力施設等防災対策等委託費（生活行動パターンを模擬した連続的な空間線量率の測定及
び詳細モニタリング結果のマップ化）事業で実施されている。大熊町では、最新のモニタリング結果を踏まえて、
自治体設定パターン (51パターン) + 標準パターン (42パターン) を実施予定。



被ばく線量評価：評価条件 3

(ある期間の)被ばく線量

(ある期間の)実効線量

(ある期間の)空間線量 (年齢ごとの)実効線量換算係数

∑                                                                             ∑                                                                             (地点ごとの)空間線量率 (地点ごとの)滞在時間

屋内 ( )(地点ごとの)屋外空間線量率 (屋内)低減係数バックグラウンド(BG) BG

移動 (地点ごとの)屋外空間線量率 (乗り物ごとの)低減係数

屋外 (地点ごとの)屋外空間線量率

追加被ばく線量＝
∑（空間線量率×滞在時間）×実効線量換算係数

パラメータ
滞在時間
屋外空間線量率
バックグラウンド
低減係数
実効線量換算係数

実測値があれば代用可能

☆生活行動モデル モデルパラメータ
被ばく線量推定式と必要となるパラメータは図の通り。



被ばく線量評価：評価条件 4

☆生活行動モデル モデルの検証
平成30年度〜令和2年度にDシャトルを用いた個人線量測定とモデル推計値の比較を実施。
• 対象者 ：避難指示区域を有するまたは有していた自治体職員およびその地域で働く（委託先）作業員
• 取得データ ：個人線量（Dシャトル）、行動記録（スマートフォンアプリおよび行動記録票）、一部地点の空間線量率
• 取得データ数 ：平成30年度：8人日、平成31年度：148人日、令和2年度：126人日、計282人日分
• 検証方法 ：行動記録と空間線量率マップを基にモデルで推計した値とDシャトルで実測した個人線量を比較する。
• 結果 ：モデル推計値は個人線量と有意に相関し、個人被ばく線量の推計が可能であることが示された。

結果検証方法

パラメータ
滞在時間
屋外空間線量率
バックグラウンド
低減係数
実効線量換算係数



被ばく線量評価：評価結果概要 5

• 31の年間パターン数の内、年間の追加被ばく線量の最大値は 9.31 mSv となった。
いずれのパターンでも避難指示解除の要件である、年間 20 mSv 以下となった。

• 年間の追加被ばく線量が比較的高かった6つのパターンについて、評価結果の詳細を示す。

生活行動パターンの地点経路全体図年間の追加被ばく線量の分布



被ばく線量評価：設定したパターンごとの評価結果 6

対象者ID 年間のパターン概要 年間の被ばく線量(mSv) 年間の追加被ばく線量(mSv)
000001 いわき市から大熊町役場へ通勤するパターン（休日に買い物に行く） 0.41 0.02
000004 郡山市から大熊町役場へ通勤するパターン 0.47 0.08
000005 富岡町から大熊町役場へ通勤するパターン 0.75 0.36
000006 大川原から大熊町役場に歩行通勤するパターン（休日に買い物に行く） 0.62 0.23
000010 大川原で生活を行うパターン【災害公営住宅】 0.51 0.12
000011 大川原で生活を行うパターン【災害公営住宅】（休日に買い物に行く） 0.51 0.12
000025 いわき市から週１回野上に来て自宅（室内）の手入れを行うパターン 0.40 0.01
000026 いわき市から週１回下野上に来て自宅（室内）の手入れを行うパターン 0.38 N. D.
000027 いわき市から週１回野上に来て自宅（室内／室外）の手入れを行うパターン 0.44 0.05
000028 いわき市から週１回下野上に来て自宅（室内／室外）の手入れを行うパターン 0.40 0.01
000029 週５日野上で農作業を行うパターン 1.39 1.00
000030 週５日下野上で農作業を行うパターン 0.88 0.49
000031 下野上字大野で生活を行うパターン 3.79 3.40
000032 下野上字大野で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 3.62 3.23
000033 熊字旭台で生活を行うパターン 2.09 1.70
000034 熊字旭台で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 2.01 1.62
000035 熊字錦台で生活を行うパターン 2.42 2.03
000036 熊字錦台で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 2.32 1.93
000037 野上字諏訪で生活を行うパターン 1.99 1.60
000038 野上字諏訪で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 1.92 1.53
000039 下野上字金谷平で生活を行うパターン 2.70 2.31
000040 下野上字金谷平で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 2.58 2.19
000041 大川原で居住し駅周辺で仕事のパターン（休日買い物に行く） 0.88 0.49
000042 小入野字⻄大和久で生活を行うパターン 3.41 3.02
000043 小入野字⻄大和久で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 3.21 2.82
000046 熊字熊町で生活を行うパターン 7.20 6.81
000047 熊字熊町で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 6.85 6.46
000048 夫沢字中央台で生活を行うパターン 5.48 5.09
000049 夫沢字中央台で生活を行うパターン（休日買い物に行く） 5.22 4.83
000050 下野上字大野で生活を行うパターン（高線量エリア） 9.70 9.31
000051 下野上字大野で生活を行うパターン（高線量エリア）（休日買い物に行く） 9.22 8.83

※年間の被ばく線量が、自然γ線の年間
の被ばく線量と同じまたはそれよりも小
さくなった場合に、年間の追加被ばく線
量をN. D.(Not Determined)としている。



被ばく線量評価：設定したパターンごとの評価例 7

①熊字熊町で生活を行うパターン

積算線量の割合

積算線量の割合

地点経路

自宅(熊字熊町) 自宅(熊字熊町)

畑(熊字熊町) 畑(熊字熊町)

自宅(熊字熊町) 自宅(熊字熊町)

自宅庭(熊字熊町) 自宅庭(熊字熊町)
休日は熊字熊町で過ごす

平日は熊字熊町で農業



被ばく線量評価：設定したパターンごとの評価例 8

②熊字熊町で生活を行うパターン（休日買い物に行く）

積算線量の割合

積算線量の割合

地点経路

自宅(熊字熊町) 自宅(熊字熊町)

畑(熊字熊町) 畑(熊字熊町)

休日はいわきへ買い物に行く

平日は熊字熊町で農業

自宅(熊字熊町) 自宅(熊字熊町)

買い物
(いわき駅付近)車 車



被ばく線量評価：設定したパターンごとの評価例 9

③夫沢字中央台で生活を行うパターン

積算線量の割合

積算線量の割合

地点経路

自宅(夫沢字中央台)

畑(夫沢字中央台)

自宅庭(夫沢字中央台)
休日は夫沢字中央台で過ごす

平日は夫沢字中央台で農業

自宅(夫沢字中央台)

畑(夫沢字中央台)

自宅(夫沢字中央台) 自宅(夫沢字中央台)

自宅庭(夫沢字中央台)



被ばく線量評価：設定したパターンごとの評価例 10

④夫沢字中央台で生活を行うパターン（休日買い物に行く）

積算線量の割合

積算線量の割合

自宅(夫沢字中央台)

畑(夫沢字中央台)

休日はいわきへ買い物に行く

平日は夫沢字中央台で農業

自宅(夫沢字中央台)

畑(夫沢字中央台)

自宅(夫沢字中央台) 自宅(夫沢字中央台)

買い物
(いわき駅付近)車 車

地点経路



被ばく線量評価：設定したパターンごとの評価例 11

⑤下野上字大野で生活を行うパターン（高線量エリア）

積算線量の割合

積算線量の割合

地点経路

自宅(下野上字大野)

畑(下野上字大野)

自宅庭(下野上字大野)

休日は下野上字大野で過ごす

平日は下野上字大野で農業

自宅(下野上字大野)

畑(下野上字大野)

自宅(下野上字大野) 自宅(下野上字大野)

自宅庭(下野上字大野)



被ばく線量評価：設定したパターンごとの評価例 12

⑤下野上字大野で生活を行うパターン（高線量エリア）（休日買い物に行く）

積算線量の割合

積算線量の割合

自宅(下野上字大野)

畑(下野上字大野)

休日はいわきへ買い物に行く

平日は下野上字大野で農業

自宅(下野上字大野)

畑(下野上字大野)

自宅(夫沢字中央台) 自宅(夫沢字中央台)

買い物
(いわき駅付近)車 車

地点経路



大熊町復興再生拠点の除染状況について

令和 3 年 10 月 4 日

環境省 福島地方環境事務所

資料４



１

【空間線量率地表から100cm】（n=17,024 進捗率約58%）

特定復興再生拠点における除染の効果（事後モニタリング）

※測定時期 R3事後モニ：2021年６月8日～2021年8月31日
※除染前と除染後と事後を比較するため、前後及び事後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。



2

【空間線量率地表から100cm】（n=49,566）

特定復興再生拠点における除染の効果（除染後＋事後モニタリング）

※測定時期 除染後、R3事後モニ：2013年7月31日～2021年8月31日
※事後モニタリング業務が継続中であるため、測定点がない箇所については除染後の結果を使っています。
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

数字は測定点数



線量率の比較（除染前→最新値）
地表から100cm



3

※測定時期 除染前：2013年6月15日～2021年8月23日、除染後：2013年7月31日～2021年8月3０日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

特定復興再生拠点における除染の効果 ～土地区分毎の変化～

【空間線量率 地表から100cm】（n=49,566）
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【空間線量率 地表から100cm】（n=49,566）

特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラムの変化～

※測定時期 除染前：2013年6月15日～2021年8月23日、除染後：2013年7月31日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 1.13μSv/h
標準偏差(σ＝0.95)

55％低減

除染前の平均値 2.51μSv/h
標準偏差(σ＝1.55)

除染前

除染後



5特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラムの変化～

※測定時期 除染前：2013年9月3日～2021年8月23日、除染後：2013年12月21日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

宅地

【空間線量率 地表から100cm】（n=25,500）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 0.90μSv/h
標準偏差(σ＝0.52)

64％低減

除染前の平均値 2.50μSv/h
標準偏差(σ＝1.44)

除染前

除染後



6特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラムの変化～

※測定時期 除染前：2013年7月29日～2021年6月28日、除染後：2014年3月18日～2021年7月19日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

農地

【空間線量率地表から100cm】（n=5,507）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 0.70μSv/h
標準偏差(σ＝0.44)

67％低減

除染前の平均値 2.11μSv/h
標準偏差(σ＝1.00)

除染前

除染後
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※測定時期 除染前：2013年８月21日～2021年6月7日、除染後：2014年1月22日～2021年6月18日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラムの変化～

森林

【空間線量率 地表から100cm】（n=2,235）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 2.78μSv/h
標準偏差(σ＝1.89)

9％低減

除染前の平均値 3.05μSv/h
標準偏差(σ＝1.94)

除染前

除染後
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※測定時期 除染前：2013年7月19日～2021年8月23日、除染後：2014年1月30日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラムの変化～

道路

【空間線量率 地表から100cm】（n=11,608）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 1.32μSv/h
標準偏差(σ＝1.00)

除染前の平均値 2.22μSv/h
標準偏差(σ＝1.49)

除染前

除染後

41％低減



線量率の比較（除染前→除染後→R3事後モニ）
地表から100cm
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～棒グラフ～ 9

【空間線量率 地表から100cm】（n=17,024）

除染前

除染後

R3事後

σ: 1.39 0.51 0.36 0.91 0.34 0.28σ: 0.10 0.10 0.07σ: 1.44 0.93 0.46σ: 1.42 0.63 0.40σ:

※測定時期 除染前：2013年7月23日～2021年3月10日、除染後：2014年1月30日～2021年3月31日 R3事後モニ：2021年6月8日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 10

【空間線量率 地表から100cm】（n=17,024）

60％低減

全体

除染前の平均値 2.40μSv/h
標準偏差(σ＝1.42)

R3事後モニ 平均値 0.58μSv/h
標準偏差(σ＝0.40)

76％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 0.95μSv/h
標準偏差(σ＝0.63)

※測定時期 除染前：2013年7月23日～2021年3月10日、除染後：2014年1月30日～2021年3月31日 R3事後モニ：2021年6月8日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 11

【空間線量率 地表から100cm】（n=12,363）

63％低減

宅地

除染前の平均値 2.41μSv/h
標準偏差(σ＝1.39)

R3事後モニ 平均値 0.54μSv/h
標準偏差(σ＝0.36)

77％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 0.89μSv/h
標準偏差(σ＝0.51)

※測定時期 除染前：2013年6月25日～2021年1月8日、除染後：2015年12月4日～2021年2月17日 R3事後モニ：2021年7月15日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 12

【空間線量率 地表から100cm】（n=776）

70％低減

農地

除染前の平均値 2.24μSv/h
標準偏差(σ＝0.91)

R3事後モニ 平均値 0.56μSv/h
標準偏差(σ＝0.28)

75％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 0.67μSv/h
標準偏差(σ＝0.34)

※測定時期 除染前：2015年10月6日～2020年12月7日、除染後：2017年4月27日～2021年2月26日 R3事後モニ：2021年8月27日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 13

【空間線量率 地表から100cm】（n=5）

63％低減

森林

除染前の平均値 1.66μSv/h 標準偏差(σ＝0.10)

R3事後モニ 平均値 0.56μSv/h 標準偏差(σ＝0.07)

66％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 0.61μSv/h 標準偏差(σ＝0.10)

※測定時期 除染前：2020年11月19日～2020年11月19日、除染後：2021年2月22日～2021年2月22日 R3事後モニ：2021年8月30日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 14

【空間線量率 地表から100cm】（n=3,123）

42％低減

道路

除染前の平均値 2.13μSv/h
標準偏差(σ＝1.44)

R3事後モニ 平均値 0.73μSv/h
標準偏差(σ＝0.46)

66％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 1.24μSv/h
標準偏差(σ＝0.93)

※測定時期 除染前：2023年7月23日～2021年3月10日、除染後：2014年1月30日～2021年3月31日 R3事後モニ：2021年6月8日～2021年8月24日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。



参考資料
(地表から１ｃｍ）

参考資料



線量率の比較（除染前→最新値）
地表から1cm コリメータなし



特定復興再生拠点における除染の効果 ～棒グラフ～ 15

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=54,983）

※測定時期 除染前：2013年6月15日～2021年8月26日、除染後：2013年7月31日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラムの変化～ 16

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=54,983）

全体

※測定時期 除染前：2013年6月15日～2021年8月26日、除染後：2013年7月31日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 1.17μSv/h
標準偏差(σ＝1.47)

75％低減

除染前

除染後

除染前の平均値 4.68μSv/h
標準偏差(σ＝8.01)



特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラムの変化～ 17

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=29,806)

宅地

※測定時期 除染前：2013年9月3日～2021年8月26日、除染後：2013年12月19日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 0.90μSv/h
標準偏差(σ＝0.52)

64％低減

除染前の平均値 2.50μSv/h
標準偏差(σ＝1.44)

除染前

除染後



特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 18

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=5,507）

農地

※測定時期 除染前：2013年7月29日～2021年6月28日、除染後：2014年3月18日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 0.70μSv/h
標準偏差(σ＝0.44)

67％低減

除染前の平均値 2.11μSv/h
標準偏差(σ＝1.00)

除染前

除染後



特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 19

森林
※測定時期 除染前：2013年8月21日～2021年6月7日、除染後：2014年1月22日～2020年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=2,236）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 2.78μSv/h
標準偏差(σ＝1.89)

9％低減

除染前の平均値 3.05μSv/h
標準偏差(σ＝1.94)

除染前

除染後



特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 20

道路

※測定時期 除染前：2013年7月19日～2021年8月23日、除染後：2014年1月30日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=12,126）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染後の平均値 1.18μSv/h
標準偏差(σ＝1.09)

56％低減

除染前

除染後除染前の平均値 2.68μSv/h
標準偏差(σ＝2.76)



線量率の比較（除染前→除染後→R3事後モニ）
地表から1cm コリメータなし
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～棒グラフ～ 21

【空間線量率 地表から1cmコリメータなし】（n=17,123）

除染前

除染後

R3事後

σ: 10.19 1.09 0.63 1.23 0.45 0.35σ: 0.44 0.16 0.06σ: 3.73 1.17 0.68σ: 9.32 1.12 0.66σ:

※測定時期 除染前：2013年7月23日～2021年3月10日、除染後：2014年1月30日～2021年3月31日 R3事後モニ：2021年6月8日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0
.0
～

0
.4
～

0
.8
～

1
.2
～

1
.6
～

2
.0
～

2
.4
～

2
.8
～

3
.2
～

3
.6
～

4
.0
～

4
.4
～

4
.8
～

5
.2
～

5
.6
～

6
.0
～

6
.4
～

6
.8
～

7
.2
～

7
.6
以
上

【

測

定

点

数
】

【空間線量率(μSv/h)】

特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 22

【空間線量率1cmコリ無 線量ヒストグラム】（n=17,123）

82％低減

全体

除染前の平均値 5.48μSv/h
標準偏差(σ＝9.32)

R3事後モニ 平均値 0.67μSv/h
標準偏差(σ＝0.66)

88％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 0.97μSv/h
標準偏差(σ＝1.12)

※測定時期 除染前：2013年7月23日～2021年3月10日、除染後：2014年1月30日～2021年3月31日 R3事後モニ：2021年6月8日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 23

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=12,363）

除染後の平均値 0.90μSv/h
標準偏差(σ＝1.09)

85％低減

宅地

除染前の平均値 6.19μSv/h
標準偏差(σ＝10.19)

R3事後モニ 平均値 0.62μSv/h
標準偏差(σ＝0.63)

90％低減

除染前

除染後

R3事後

※測定時期 除染前：2013年6月25日～2021年1月8日、除染後：2015年12月4日～2021年2月17日 R3事後モニ：2021年7月15日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 24

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=776）

除染後の平均値 0.68μSv/h
標準偏差(σ＝0.45)

75％低減

農地

除染前の平均値 2.70μSv/h
標準偏差(σ＝1.23)

R3事後モニ 平均値 0.59μSv/h
標準偏差(σ＝0.35)

78％低減

除染前

除染後

R3事後

※測定時期 除染前：2015年10月6日～2020年12月7日、除染後：2017年4月27日～2021年2月26日 R3事後モニ：2021年8月27日～2021年8月31日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 25

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=5）

68％低減

森林

除染前の平均値 1.89μSv/h
標準偏差(σ＝0.44)

R3事後モニ 平均値 0.53μSv/h
標準偏差(σ＝0.06)

72％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 0.61μSv/h
標準偏差(σ＝0.16)

※測定時期 除染前：2020年11月19日～2020年11月19日、除染後;2021年2月22日～2021年2月22日 R3事後モニ:2021年8月30日～2021年8月30日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
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【空間線量率(μSv/h)】

特定復興再生拠点における除染の効果 ～線量ヒストグラム～ 26

【空間線量率 地表から1cmコリメータ無】（n=3,222）

59％低減

道路

除染前の平均値 2.95μSv/h
標準偏差(σ＝3.73)

R3事後モニ 平均値 0.85μSv/h
標準偏差(σ＝0.68)

71％低減

除染前

除染後

R3事後

除染後の平均値 1.21μSv/h
標準偏差(σ＝1.17)

※測定時期 除染前：2013年7月23日～2021年3月10日、除染後：2014年1月30日～2021年3月31日 R3事後モニ：2021年6月8日～2021年8月24日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。



特定復興再生拠点における走行サーベイ
結果について
（大熊町）

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
廃炉環境国際共同研究センター

2021/10/04

第X回大熊町除染検証委員会
資料x-x (x)



測定場所特定復興再生拠点 (線拠点) 2

県道252号線
（県道夫沢大野停車場線）
町道⻄20号線
町道東67号線
町道東63号線
県道166号線
（県道大野停車場大川原線）



走行サーベイ測定結果 (R3) 3



参考走行サーベイ測定結果 (R2) 4



国道6号線（線拠点）除染状況について

令和 3 年 10 月 4 日

環境省 福島地方環境事務所

資料６



【参考】 測定日時：２０２０．１２．４国道６号線走行モニタリング結果（除染前）

最大値
4.93μSv/h

最大値
4.65μSv/h

地表から１ｍ
平均値 2.19µSv/h
3.8µSv/h超過区間 420ｍ

下り線
６．６ｋｍ

上り線
６．６ｋｍ

地表から１ｍ
平均値 1.73µSv/h
3.8µSv/h超過区間 387ｍ

－１－



 

 

除染済み 
除染実施中 

除染準備中 

国道６号線除染実施範囲図(1/2) 

L=40ｍ 

測定日（除染前） 
2020.10.15 

－２－



 

 

国道６号線除染実施範囲図(2/2) 

除染済み 

除染実施中 

除染準備中 

測定日（除染前） 
2020.10.15 

－３－



除染工事の実施状況

－４－



－５－



－６－



11.覆土材搬入

12.覆土(重機) 13.覆土(人力)

－７－



14.覆土敷均し 15.覆土転圧

16.覆土流出防止
（枕土のう設置）

－８－



17.覆土敷き均し完了
（泥吹前）

18.泥吹（種子入）

19.泥吹（種子入） 20.泥吹完了

－９－



21.側溝洗浄（高圧水） 22.側溝洗浄（水回収）

23.路面洗浄（吸引式高圧水） 24.路面洗浄（吸引式高圧水）

－１０－



25.除染完了の様子

26.除染完了の様子

－１１－



7/30撮影

8/19撮影

吹付種子発芽の様子

－１２－



モニタリング報告書

0.038 -0.0381

###### 159186

Map not found

###### 158294

###### 23395

0.000 0

JV管理番号 N0006_0C23 (空間線量：測定数値)

測定対象 5_道路

1 2 3 4 5 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

測定対象 　 測定 表面汚染密度 空間線量(μSv/h)

測定
番号 中分類 特定地点情報 地点表面 頻度 測定日

1cm
(cpm)

低減率
(%)

1cm
低減率
(%)

1m
低減率
(%)

備考

184 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 6,630 6.56

184 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 914 86 2.85 - 2.72 59

185 路肩(右) 5_未舗装面 4_草・芝 除染前 2021/05/15 6,120 6.29

185 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 763 88 2.01 - 4.17 34

186 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 1,400 4.30

186 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 868 38 2.03 - 2.02 53

187 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 5,710 8.01

187 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 653 89 1.34 - 2.39 70

188 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 9,400 9.51

188 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 770 92 2.05 - 2.51 74

189 路肩(右) 5_未舗装面 4_草・芝 除染前 2021/05/15 7,890 9.64

189 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 891 89 2.25 - 3.45 64

190 路肩(右) 5_未舗装面 4_草・芝 除染前 2021/05/15 6,430 9.94

190 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 927 86 2.27 - 3.28 67

191 路肩(右) 5_未舗装面 4_草・芝 除染前 2021/05/15 8,300 10.20

191 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 814 90 2.12 - 2.59 75

192 路肩(右) 5_未舗装面 4_草・芝 除染前 2021/05/15 8,310 9.98

192 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 730 91 1.78 - 3.06 69

193 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 4,830 9.31

193 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 1,100 77 2.73 - 3.15 66

194 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 4,100 10.30

194 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 1,040 75 2.16 - 2.80 73

195 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 4,310 9.93

195 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 943 78 2.27 - 3.43 65

196 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 8,570 9.86

196 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 1,120 87 3.01 - 3.20 68

197 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 7,860 9.65

197 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 752 90 2.11 - 2.88 70

198 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 3,710 8.54

198 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 959 74 2.24 - 2.92 66

199 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染前 2021/05/15 7,010 8.02

199 路肩(右) 5_未舗装面 3_土 除染後 2021/07/30 590 92 1.52 - 1.76 78

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

1/1

外縁除染実施予定

－１３－



国道6号線 上り線 歩行モニタリング結果（地表から１ｍ）
測定日：2020.10.15 測定日：2021.9.21

除染完了

除染中
(一部泥吹き待ち)

253キロポスト

248.9キロポスト

除染実施予定

除染前 除染中

－１４－



国道6号線 下り線 歩行モニタリング結果（地表から１ｍ）

測定日：2020.10.15 測定日：2021.9.21

除染中
(削り取り完了)

253キロポスト

248.9キロポスト

除染前 除染中
除染実施

予定

除染実施予定

除染実施予定

－１５－



高線量地域 追加除染について

令和 3 年 10 月 4 日

環境省 福島地方環境事務所

資料７



森林（斜面）における削り取り後の客土吹付について

• 森林（斜面）における削り取り後の覆土は、一般的な客土材による覆土では、容
易に流出してしまうため、林床用に改良した客土の吹付（泥吹き）を行っていま
す。

【客土材】
• 客土に利用する材料は、植物由来のものや生分解性のもので、環境安全性を確認
しているものを利用しています。また、比重が大きいことから放射線遮蔽効果が
期待でき、バーク堆肥により下草の再生を促進します。

• 過去工事で利用実績のある材料、バーク堆肥や土壌資材などを混合しています。

【品質確認試験】
• 実際に利用する前に、さまざまな傾斜で吹付を行い、流出の有無、土壌の硬度、
耐候性等を確認しました。多少の降雨があっても、吹付後数日で必要な硬度にな
ることを確認しています。

ケイナイトソイルの写
真

客土材中の吹付基盤材

ハイドロシーダーの写
真

ハイドロシーダー

タンク内での攪拌・混
合の写真

客土材の混合

－１－



【吹付】
• ハイドロシーダーにより吹付を行います。今回の除染の対象範囲を吹付が可能で
あることを確認しています。

• ラス網等を設置しなくても、吹付厚さを5cm程度まで確保できる高機能な材料を
配合しています。これにより、流出防止や林床の保護などが図れます。

【経過観察】
• 大野地区の試験施工箇所においては、6/19の施工完了後も客土材が維持されてい
ることを確認しています。

• 今後、除染を行った場所については、引き続き、客土の流出が起きないか、線量
低減効果は維持されているか、継続的に経過観察を行います。

泥吹き中（ラス網なし厚層吹付け）の様子 泥吹き後（ラス網なし厚層吹付け）の様子

－２－



• 降雨後の様子（8月18日撮影）

吹付材の流出がないことを確認

－３－



6月19日 6月20日 6月21日 6月22日 6月23日 6月24日 6月25日 6月26日 6月27日 6月28日 6月29日
8 2 0 0 2 4 0 0 0 0 34.5

6月30日 7月1日 7月2日 7月3日 7月4日 7月5日 7月6日 7月7日 7月8日 7月9日 7月10日
0 4.5 3.5 0.5 9.5 3.5 4 28 1 14.5 1

7月11日 7月12日 7月13日 7月14日 7月15日 7月16日 7月17日 7月18日 7月19日 7月20日 7月21日
6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7月22日 7月23日 7月24日 7月25日 7月26日 7月27日 7月28日 7月29日 7月30日 7月31日 8月1日
0 13.5 0 0 13 102.5 11.5 0.5 0 9.5 0

8月2日 8月3日 8月4日 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 8月9日 8月10日 8月11日 8月12日
0 0 0 0 0 3 21 10 0.5 4 13

年月日
降水量の合計(mm)

（参考）試験施工箇所吹き付け後の降雨量

富岡観測所における降水量の日合計（気象庁HPより）

8月13日 8月14日 8月15日 8月16日 8月17日
40 69 25 1.5 48.5

－４－



森林（竹繁茂）における「土のう」設置について
• 竹が繁茂している森林では、竹の根が地表近くに広がっており、通常の土壌の削り
取り・覆土が難しいため、「土のう」を敷き詰めることで流出を防止した覆土を
行っています。

【土のう袋】

• 使用する土のう袋は、環境に配慮し天然由来の素材を使用した「生分解性土のう
袋」を使用しています。年月を経ることで袋の素材が分解され、元の地山と同様に
なります。また「植生土のう」を使用し、あらかじめ草類の種子が付いており、早
期に植生が進むことで、環境維持、地盤の安定に寄与します。
（実証試験場の半分は材料調達の都合で植生無し生分解性土のう袋を使用）

【経過観察】
• 土のう敷設により線量低減を行った場所（広野町二ツ沼公園内、H26年に施工）に
ついて状況を確認したところ、土のう袋は消失し植物類が周囲と見分けがつかない
ほどに繁茂していました。
今後は経年により土のうが破袋し覆土が流出しないか、線量低減効果は維持されて
いるか、継続的に経過観察を行っていきます。

土のう敷設状況 樹木の根元の敷設状況（シールは後日撤去済み）
－５－
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